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　別海町地域防災計画（平成26年３月改正）では、基本理念を「減災」とし、「自分たちの地域は自分たちで守る」
という自主防災活動の推進を掲げております。
　このことを踏まえ、各地域の町内会を中心とした自主防災組織等の活動を支援することを目的に平成26年７
月１日から各町内会、自主防災組織が主催する防災・減災事業（防災訓練、研修会等）を実施する場合、その活
動が円滑に進められるよう「別海町自主防災組織育成事業」として補助金を交付することといたしましたのでお
知らせします。なお、補助金交付要綱等の詳細につきましては下記までお問合せください。

問合せ／防災交通担当（内線2116・2117）

　近年、自転車を安く買えるようになったためか、
盗む方は犯罪意識が、盗まれる方は被害意識が希
薄になっているようです。短時間でも自転車から
離れる時や、自宅前など身近な場所でも、必ず鍵
をかけましょう。
　また、販売店で防犯登録をすると、防犯登録番
号や車体番号から持ち主が分かりますので、盗難
被害防止になります。万が一被害に遭った場合で
も、被害回復の可能性が非常に高くなりますので、
ご活用ください。

　自動販売機や店舗等に短時間立ち寄るときも、
必ずドアロックをし、現金、貴重品、バッグ等を
車内に置いたまま離れないようにしてください。
車外から小銭やバッグなどが見えると、車上ねら
いのターゲットになります。
　窓ガラスの破壊や衝撃、不正なドアの開閉に反
応する警報ブザーを設置すると効果があります。
　また、車外から見えるところに「警報装置設置」
などのステッカーを貼っておくのも一つの方策で
す。

防災交通課から

防犯対策情報
自転車の盗難に注意! 車上荒らしに注意!

　７月10日～13日に北方四島在住ロシア人訪問団13名が別
海町を訪れ、町内の視察やホームビジット、意見交換会等で町
民と交流し、互いの生活につい
て理解を深め合いました。
　受入家庭や交流に参加してい

ただいた皆さま、ありがとうございました。
　なお、ホームビジットの受入等に興味のある方は、お気軽にお問合せください。

問合せ／地域政策担当（内線2217）

問合せ／防災交通担当（内線2116・2117）

北方四島在住
ロシア人ファミリー受入れ

総合政策課から

８月は北方領土返還要求運動強調月間です
　道では、北方領土返還要求に対する国民世論の高揚
を図るため、毎年８月を「北方領土返還要求運動強調
月間」としています。
　役場庁舎、各支所での署名活動や、「北方領土の日」
ポスターコンクール作品の募集など様々な活動を行っ
ていますので、ぜひ積極的にご参加ください。

問合せ／地域政策担当（内線2217）

別海町自主防災組織育成事業補助金
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　町では、今年に入りすでに12件（７月25日
現在）の火災が発生し、昨年１年間の火災件数の
12件と並び、７年ぶりに１年間の総火災件数が
20件を超えてしまう可能性が出てきました。

　火災の内訳としては、建物火災８件、車両火災３件、その他火災１件となっており、建物の被害状況は全焼１件、
半焼２件、部分焼２件、ぼや３件です。これらの火災は、「つい・うっかり」などの人為的原因が目立ち、多く
の財産が失われています。
　火災の発生を防止するためには、一人ひとりの心掛けが何よりも重要です。火災の無い別海町を目指し、今一
度、防火にご協力ください。 問合せ／別海消防署予防課　TEL��75-2200

全国消費実態調査がはじまります
　９月から11月までの３か月間にわたり、全国消費実態調査が実施されます。
　この調査は５年ごとに行われ、調査の結果は、年金や介護などの社会保障制度の検討資料や生活扶助基準
の見直し、経済・社会施策等の各方面で広く利用されています。
　調査員が皆様のお宅に伺いましたら、ご多忙中恐れ入りますが、ご協力よろしくお願いいたします。

問合せ／地域政策担当（内線2212）

　町民によるまちづくり活動を支援する「べつかい協
働のまちづくり補助金」（公募型）後期分の対象とな

る事業を上記期間で募集します。応募をお考えの方は、次の施設に配置している募集要項等をご確認のうえ、お
気軽にご相談ください。

　役場総合政策課窓口、各支所、各連絡事務所、各公民館、スポーツセンター、図書館
　※町ホームページからもダウンロード可能

問合せ／まちづくり推進担当（内線2215・2216）

　西春別駅前栄町内会で
は、下記の助成事業により
座イス、折りたたみテーブ
ル、暖房器具等コミュニ
ティ活動に必要な備品を整
備しました。今回の整備に
よって、町内会活動の一層
の発展が期待されます。

（公募型）後期募集案内
８月１日㈮〜８月29日㈮

総合政策課から

財団法人自治総合センター　コミュニティ助成事業
　この助成事業は、財団法人自治総合センターが全国自治宝くじの普及広報事業費として受け入れる
受託事業収入を財源として、住民のコミュニティ活動を促進し、その健全な発展を図るとともに宝く
じの普及広報を目的に行われています。

消防署から

火災多発!

募集要項等配置先

昨年１年間の
火災件数に並ぶ!

募集期間

問合せ／まちづくり推進担当（内線2215・2216）

宝くじの助成金で『座イス等』を整備しました！
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